
​スマルナ（低用量ピル）の利用実態とユーザーニーズ分析​



​1：序文​
​現代社会における女性のQOL（生活の質）向上において、生殖健康のセルフケアは極めて​
​重要な課題です。特に低用量ピルは、避妊のみならず月経困難症やPMDD（月経前不快気分​
​障害）の緩和など、女性の社会進出を支えるインフラとしての側面を強めています。​

​こうした中、物理的な通院負担や心理的ハードルを解消する「オンラインピル処方プラット​
​フォーム」が台頭し、その代表格である「スマルナ」は、アプリ完結型の利便性と手厚い相​
​談体制を武器に急速にシェアを拡大してきました。​

​しかし、自由診療モデルにおけるコスト感や、非対面診療ゆえのコミュニケーションの質に​
​対しては、依然としてユーザー間で多様な評価が存在します。本レポートは、2026年1月か​
​ら2月に実施した独自調査に基づき、35名の利用者の実体験を多角的に分析しました。​

​ユーザーが何を基準にプランを選択し、どのような価値に「満足」を見出しているのか、そ​
​の深層心理を紐解くことで、次世代の医療DXが目指すべき方向性を明らかにすることを目​
​的としています。​

​研究結果と分布​
​1. 満足度の構造と評価の集中​

​調査の結果、4点評価が半数を超える52%に達し、5点満点を含めた​​高評価層（4点以上）は​
​約8割以上​​と極めて高い満足度を記録しました。​

​●​ ​満足度の分布（N=35）​
​○​ ​評価4点以上：約80%​
​○​ ​評価4点（ボリュームゾーン）：51.4%（18名）​

​高評価の背景には、単なる移動時間の削減だけでなく、決済後の迅速な発送や、副作用発現​
​時のチャットフォローといった「タイムリーな安心感」があります。一方で、評価を下げた​
​要因には「診察の短さ」が挙げられており、効率化と安心感のトレードオフが課題として浮​
​き彫りになりました。​



​2：利用プランの選択分布と経済的合理性​

​プラン名​ ​利用者数​ ​比率​ ​主なユーザー特性​

​12シート一括決済​ ​18名​ ​51.4%​ ​経済合理性重視・長期継続ユーザー​

​1シート決済​ ​10名​ ​28.6%​ ​初心者・リスクヘッジ・スポット利用​

​3シート決済​ ​7名​ ​20.0%​ ​様子見・プラン変更の柔軟性重視​

​ユーザーの選択した決済プランの分布をみると、長期継続を見据えた合理的な選択が目立つ​
​結果となりました。​

​「12シート一括決済プラン」を選択する層が過半数を超えている事実は、オンライン診療​
​を一時的な手段ではなく、生活の一部として組み込んでいるユーザーが多いことを示唆して​
​いました。​

​3. プラン別に見るユーザーインサイト​

​●​ ​一括決済派（約51%）：​​「送料無料」と「1枚あたりの単価抑制」という目に見え​
​るメリットが継続のインセンティブとなっています。​

​●​ ​単発・短期決済派（約49%）：​​体質への適合確認や、対面診療に行けない際のリ​
​ザーブ（控え）としての役割を重視しており、オンライン診療の「柔軟なインフ​
​ラ」としての側面を評価しています。​



​3：プラン別利用者の口コミと分析​

​ユーザーは自身のライフスタイルに合わせ、主に3つのプランを使い分けています。​

​■ 12シート一括決済プラン（利用者の51.4%）​

​【ターゲット】安さと手間いらずを両立したい継続ユーザー​​1シートあたりの単価が最も安​
​く、送料も無料になるため、経済合理性を重視する層に圧倒的な支持を得ています。​

​利用者の声：​

​●​ ​「まとめ買いなら単価が安く、送料無料なのが嬉しい。買い忘れの心配​
​がなくなり、精神的にも楽になった。」​

​●​ ​「副作用などのトラブル時も、チャットで即座にフォローしてくれるの​
​で、長期利用でも安心感がある。」​

​■ 3シート決済プラン（利用者の20.0%）​

​【ターゲット】様子を見ながら賢く続けたい慎重派​​1シートよりお得感がありつつ、体調の​
​変化に合わせてプラン変更ができる「柔軟性」が魅力です。​

​利用者の声：​

​●​ ​「まずは体の変化を見たい人に向いている。1シートよりお得で、プラ​
​ン変更の融通も利くので使い勝手が良い。」​

​●​ ​「一括は少し不安だけど、毎月決済するのは面倒という私には丁度いい​
​バランスだった。」​

​■ 1シート決済プラン（利用者の28.6%）​

​【ターゲット】ピル初心者・単発利用・スポット利用層​​体質に合うか不安な方や、普段は​
​病院に通っているが一時的に受診できない方の「ピンチヒッター」として選ばれています。​

​利用者の声：​

​●​ ​「チャット診察が丁寧で、初めてのピルでも安心して始められた。1ヶ​
​月単位で試せるのは心理的ハードルが低い。」​

​●​ ​「仕事が忙しくてクリニックに行けない時の救世主。必要な時だけサッ​
​と使えるのがオンラインの強み。」​

​改善への期待：ユーザーが感じたデメリット​

​高評価の一方で、今後のサービス改善を期待する声も集まりました。​

​●​ ​コスト面：​​「自由診療なので定価が少し高く感じる」「配送料が別途かかるのが気​
​になる」​

​●​ ​診察の質：​​「診察が非常にスピーディーで助かる反面、もう少しじっくり相談した​
​い時もある。​



​4：総論​
​本調査を通じて、スマルナを利用する女性たちは、単に「薬を入手する」ことだけを求めて​
​いるのではなく、自身のライフスタイルに最適化された「効率と安心のパッケージ」を評価​
​していることが明らかになりました。平均満足度4.2点という高スコアは、デジタルネイ​
​ティブ世代にとって、スマートフォンの操作性や即時性が、従来の対面診療における対人コ​
​ミュニケーションの価値を補完、あるいは凌駕しつつあることを示しています。​

​しかし、分析を進めると「コスト」と「質」に関するパラドックスも散見されます。​

​一括決済による経済的メリットを享受する一方で、自由診療ゆえの基本料金や配送料に対す​
​る不満が残っている点は、今後の市場競争において重要な変数となるといえるでしょう。ま​
​た、診察の短時間化に対する批判的な意見は、医療サービスが「効率化」を追求しすぎるこ​
​とで、患者が抱く「医療者に診守られている」という実感を損なうリスクを孕んでいること​
​を示唆しています。​

​結論として、オンラインピル診療が真の社会インフラとして定着するためには、単なる利便​
​性の追求から一歩進み、デジタル上での「深い信頼関係の構築」が不可欠です。​

​今後は、個々の体質や経済状況に寄り添ったパーソナライズされたプラン提示に加え、短時​
​間診察を補完するAIや有人チャットによる継続的な情報提供の質向上が、ユーザーの長期的​
​なエンゲージメントを左右する鍵となるということがいえます。​


